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由
比
ガ
浜
に
つ
な
が
る

坂
ノ
下
海
岸
は
サ
ー
フ
ァ
ー

に
も
愛
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

の
夕
景
を
描
き
た
く
て
場
所

を
選
ん
で
い
る
と
、
ス
マ
ホ

に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
少
女

が
い
た
。
主
役
に
ピ
ッ
タ
リ

で
あ
る
。
背
景
に
は
少
年
た

ち
の
姿
も
あ
る
。
写
真
に
収

め
て
、
さ
ら
に
良
い
場
所
と

ア
ン
グ
ル
を
求
め
て
歩
き

回
っ
た
。
雲
も
波
も
、
風
も

な
い
穏
や
か
な
日
だ
。
戻
る

と
も
う
少
女
は
い
な
く
な
っ

て
い
た
。
傾
い
た
陽
の
中
に

岬
が
暗
さ
を
増
し
て
行
く
。

子
供
の
よ
う
に
夕
方
は
寂
し

い
。
必
ず
、
明
日
は
来
る
の

に
。
　
水
彩
　
31
×
41
㎝

80

「
坂
ノ
下
海
岸
」

黒
川　

明

パ
リ
五
輪
　
体
操
で
「
金
」

岡
・
杉
野
両
選
手
に
市
民
栄
誉
賞

カ
マ
（
今
泉
台
）、
パ
ン
は
鎌
倉

ベ
ー
カ
リ
ー
（
腰
越
）
の
３
者
が

各
々
車
で
店
を
開
い
て
い
る
。

　
開
催
は
、
月
２
回
、
隔
週
木

曜
日
の
11
時
30
分
～
12
時
、
ク

ロ
ス
ハ
ー
ト
二
階
堂
駐
車
場

（
二
階
堂
２
６
７
︱
67
）、
12
時

15
分
～
12
時
45
分
、
永
福
寺
跡

（
亀
ヶ
渕
橋
そ
ば
）、
13
時
～
13

時
30
分
、
鎌
倉
宮
の
３
カ
所
。

　
今
年
４
月
か
ら
二
階
堂
親
和

会
が
主
催
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
の
１
日
当
た
り
の
買
い
物
客

は
３
カ
所
合
わ
せ
て
約
50
人
。

地
区
の
民
生
委
員
ら
サ
ポ
ー

タ
ー
７
人
が
協
力
し
て
い
る
ほ

か
、
ク
ロ
ス
ハ
ー
ト
で
は
近
所

の
高
齢
の
男
性
２
人
が
買
っ
た

品
物
を
自
宅
に
運
ぶ
助
っ
人
も
。

　
８
月
１
日
に
ク
ロ
ス
ハ
ー
ト

に
買
い
物
に
訪
れ
た
80
歳
の
女

性
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ス
イ

カ
、
ト
マ
ト
、
キ
ビ
ナ
ゴ
の
唐

揚
げ
、
カ
レ
ー
パ
ン
な
ど
を
買

い
込
み
、「
新
鮮
な
野
菜
や
お

魚
、
焼
き
立
て
パ
ン
が
買
え
る

の
で
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と

ニ
コ
ニ
コ
顔
。
自
治
会
で
は「
利

用
者
を
増
や
し
、
交
流
の
場

と
し
て
も
輪
を
広
げ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。
開
催
日

の
確
認
は
掲
示
板
で
。

東
北
の
被
災
者
を

　　　　　　

鎌
倉
に
招
待

未
来
・
連
福
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　「
未
来
・
連
福
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（
斉
藤
美
代
子
代
表
）
主

催
の
第
11
回
「
福
島
の
皆
さ
ん

を
鎌
倉
に
ご
招
待
・
建
長
寺
で

会
い
ま
し
ょ
う
！
」
が
８
月
３

～
５
日
の
２
泊
３
日
で
行
わ

れ
、
福
島
県
広
野
町
か
ら
幼
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
40
人
が
参
加

し
た
。

　
同
会
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
発
育
を
願
っ
て
、
地

域
の
母
親
た
ち
が
中
心
と
な
っ

て
２
０
１
２
年
５
月
に
発
足
。

２
０
１
３
年
３
月
か
ら
募
金
活

動
や
演
奏
会
な
ど
で
集
め
た
資

金
で
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

を
鎌
倉
に
招
待
し
て
い
る
。

　
広
野
町
は
、
大
津
波
で
壊
滅
的

被
害
を
受
け
、
さ
ら
に
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
事
故
で
町
民
が

近
隣
市
町
村
に
避
難
し
て
い
た

が
、
復
興
が
進
み
帰
還
し
て
生
活

し
て
い
る
人
も
増
え
た
。

　
一
行
は
滞
在
中
、
円
覚
寺
、

鎌
倉
大
仏
を
参
拝
し
、
鶴
岡
八

幡
宮
、
円
覚
寺
を
見
学
し
、
建

長
寺
半
蔵
坊
な
ど
を
散
策
。
夜

は
宿
泊
先
の
建
長
寺
で
交
流
歓

迎
会
が
行
わ
れ
、
演
奏
会
や
フ

ラ
ダ
ン
ス
な
ど
で
も
て
な
さ
れ

た
。
参
加
者
の
送
迎
、
鎌
倉

で
の
誘
導
、
食
事
の
支
度
や
生

活
の
世
話
、
見
学
の
案
内
、
健

康
管
理
、
歓
迎
会
な
ど
小
学
生

か
ら
大
人
ま
で
２
０
０
人
近
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
力
し
て
お

り
、
初
回
か
ら
調
理
を
担
当
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
は
80
代
に
。

　
斉
藤
代
表
は
「
寺
社
の
方
々

の
心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し

も
あ
り
、
皆
さ
ん
の
応
援
に
感

会
議
場
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

両
者
に
表
彰
状
と
記
念
品
の
鎌

倉
彫
の
目
録
が
手
渡
さ
れ
た
。

　
市
民
栄
誉
表
彰
は
、
市
内
在

住
で
、
学
術
、
文
化
、
芸
術
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
分
野
で
功
績

の
顕
著
な
人
に
授
与
さ
れ
る
。

　
岡
選
手
は
岡
山
県
出
身
、
鎌

倉
在
住
６
年
、
杉
野
選
手
は
三

重
県
出
身
、
鎌
倉
に
４
年
住
み
、

余
暇
に
は
海
沿
い
の
ド
ラ
イ
ブ

な
ど
を
楽
し
ん
で
い
る
。

買
物
困
難
者
に

　　　　　　

移
動
販
売

　　　　　

鎌
倉
・
二
階
堂

　
買
い
物
困
難
者
な
ど
を
支
援

す
る
移
動
販
売
の
取
り
組
み

が
、
鎌
倉
市
二
階
堂
で
行
わ
れ

て
い
る
＝
写
真
。

　
き
っ
か
け
は
、
緑
苑
台
地
区

の
高
齢
者
の
サ
ロ
ン
で
、
昔

あ
っ
た
「
ご
用
聞
き
」
の
こ
と

が
話
題
に
の
ぼ
り
、「
あ
っ
た

ら
便
利
」
と
い
う
こ
と
で
、
鎌

倉
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
呼
び

か
け
で
２
０
２
２
年
９
月
か
ら

始
ま
っ
た
。
野
菜
は
横
浜
の
真

中
青
果
、
魚
は
サ
カ
ナ
ヤ
マ
ル

　
パ
リ
２
０
２
４
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
体
操
競
技
に
出
場
し
、
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
徳
州
会
体
操

ク
ラ
ブ
所
属
の
岡
慎
之
助
選
手

（
20
）
と
杉
野
正
尭
選
手
（
25
）

が
８
月
21
日
、
鎌
倉
市
役
所
を

訪
れ
、
鎌
倉
市
か
ら
市
民
栄
誉

賞
の
表
彰
を
受
け
た
。

　
鎌
倉
市
役
所
本
庁
舎
の
玄
関
で

大
勢
の
市
民
の
出
迎
え
を
受
け
た

両
選
手
は
明
る
い
笑
顔
で
応
対

し
、
庁
議
室
で
松
尾
崇
鎌
倉
市
長

を
表
敬
訪
問
し
た
。

　
松
尾
市
長
は
両
者
の
健
闘
を

称
え
る
と
、
岡
選
手
は
「
歴
史

を
刻
ん
だ
と
思
っ
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
鎌
倉
の
力
に
な
れ
た

ら
う
れ
し
い
」、
杉
野
選
手
は

「
最
後
ま
で
力
を
発
揮
で
き
た
。

鎌
倉
は
海
が
あ
っ
て
、
癒
し
の

時
を
過
ご
し
て
い
る
」
と
話
し

た
。
米
田
功
監
督
は
「
苦
し
い

展
開
だ
っ
た
が
最
後
ま
で
あ
き

ら
め
な
か
っ
た
こ
と
に
、市
民
、

国
民
が
勇
気
づ
け
ら
れ
た
」
と

振
り
返
っ
た
。
そ
の
あ
と
、
本

動
し
た
。
福
島
と
鎌
倉
が
つ
な

が
り
は
じ
め
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
た
」
と
こ
の
催
し
の
継
続

の
意
欲
を
示
し
て
い
る
。

災
害
時
の

　　

一
時
滞
在
施
設　

　　　

藤
沢
・
遊
行
寺
も

　
大
規
模
災
害
に
よ
り
発
生
し

た
帰
宅
困
難
者
の
一
時
滞
在
施

設
に
北
鎌
倉
駅
や
鎌
倉
駅
な
ど

を
抱
え
る
鎌
倉
市
の
円
覚
寺
や

鶴
岡
八
幡
宮
な
ど
市
内
の
６
つ

の
社
寺
が
選
ば
れ
て
い
る
。

　
ま
た
江
ノ
島
駅
が
あ
る
藤
沢

市
で
も
龍
口
寺
が
選
ば
れ
て
い

た
が
、
こ
の
ほ
ど
藤
沢
駅
近
く

の
遊
行
寺
も
加
わ
り
、
市
内
２

つ
の
社
寺
と
な
っ
た
。

　
東
日
本
大
震
災
（
２
０
１
１
年
）

が
発
生
し
、
行
政
当
局
に
よ
る
と

鎌
倉
市
で
約
５
０
０
０
人
、
藤
沢

市
で
も
約
４
３
０
０
人
の
帰
宅
困

難
者
が
出
た
と
い
う
。

　
一
時
滞
在
施
設
は
災
害
時
、
公

共
交
通
機
関
が
影
響
で
動
か
な
く

な
っ
た
り
す
る
際
に
、
帰
宅
が
可

能
に
な
る
ま
で
一
時
的
に
困
難
者

を
受
け
入
れ
る
施
設
だ
。

　
鎌
倉
市
で
は
東
日
本
大
震
災

を
き
っ
か
け
に
、
13
年
に
円
覚

寺
、
鶴
岡
八
幡
宮
、
14
年
に
建

長
寺
、
長
谷
寺
、
鎌
倉
宮
、
23

年
に
安
国
論
寺
と
、
そ
れ
ぞ
れ

協
定
を
結
ん
だ
。
ほ
か
に
鎌
倉

芸
術
館
な
ど
３
施
設
が
指
定
さ

れ
て
い
る
。

　
藤
沢
市
で
も
23
年
に
龍
口
寺
、

今
年
６
月
に
は
遊
行
寺
と
、
そ

れ
ぞ
れ
協
定
を
結
ん
だ
。
ほ
か

に
藤
沢
市
民
会
館
や
藤
沢
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
な
ど
14
施
設
が
指

定
さ
れ
て
い
る
。

　
鎌
倉
市
の
総
合
防
災
課
の
末

次
健
治
課
長
は
「
観
光
客
が
非

常
に
多
い
場
所
で
も
あ
る
の
で
、

訪
れ
る
際
に
災
害
リ
ス
ク
を

知
っ
て
動
い
て
い
た
だ
く
の
が

重
要
だ
と
思
う
。
帰
宅
困
難
者

一
時
滞
在
施
設
の
場
所
も
知
っ

て
い
た
だ
く
だ
け
で
も
だ
い
ぶ

違
う
と
思
う
」。
藤
沢
市
の
危
機

管
理
課
の
担
当
者
は
「
遊
行
寺

は
敷
地
も
広
大
で
知
名
度
も
あ

り
、
災
害
時
、
藤
沢
駅
の
帰
宅

困
難
者
の
受
け
入
れ
に
期
待
し

て
い
る
」
と
話
し
て
い
る
。

金
メ
ダ
ル
を
手
に
岡
選
手（
左
）と
杉
野
選
手
＝
８
月
鎌
倉
市
役
所
で

遊行寺

鎌
倉
の
夏
の
風
物
詩

　
　
　
　
　

ぼ
ん
ぼ
り
祭

　
鎌
倉
市
雪
ノ
下
の
鶴
岡
八
幡

宮
で
８
月
６
日
か
ら
９
日
、「
ぼ

ん
ぼ
り
祭
」
が
行
わ
れ
た
。

　
１
９
３
８
年
（
昭
和
13
）
に

始
め
ら
れ
、
今
年
で
86
回
目
。
鎌

倉
ゆ
か
り
の
文
化
人

な
ど
か
ら
揮
毫
さ
れ

た
書
画
が
大
・
小
約

４
０
０
基
の
ぼ
ん
ぼ

り
に
仕
立
て
て
境
内

に
掲
揚
さ
れ
た
。

　
辰
年
に
因
ん
だ
龍

の
絵
や
、
市
内
在
住

の
養
老
孟
司
さ
ん
、

角
川
栄
子
さ
ん
ら
の

作
品
が
並
び
、
連
日

多
く
の
人
で
賑
わ
っ

た
。
ぼ
ん
ぼ
り
に
灯

が
灯
さ
れ
る
と
幻
想
的
な
夜
が
醸

し
出
さ
れ
た
。

第
73
回
実
朝
祭
短
歌
大
会

　
神
奈
川
県
歌
人
会
主
催
の
第

73
回
実
朝
祭
短
歌
大
会
が
８
月

９
日
、
鶴
岡
八
幡
宮
直
会
殿
で

開
か
れ
た
。
出
詠
は
96
首
で
う

ち
18
首
が
入
賞
し
た
。
大
賞
の

鶴
岡
八
幡
宮
賞
は
、「
夏
の
娘こ

が
い
ま
夏
の
子
の
母
と
な
る
カ

ン
ナ
の
も
ゆ
る
ま
ば
ゆ
き
真
昼
」

秋
山
星
華
さ
ん
（
岡
山
県
）。
鎌

倉
朝
日
賞
は
、「
老
い
た
れ
ば
こ

そ
人
恋
ほ
し
丹
の
橋
を
し
み
じ

み
濡
ら
し
花
の
雨
降
る
」
杉
山

ま
す
ゑ
さ
ん
（
鎌
倉
）。

鎌倉

鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
FAX 0467（23）1205

　
地
震
・
水
害
・
火
災
な
ど
い

つ
起
き
る
か
わ
か
ら
ず
、
そ
の

大
き
さ
や
範
囲
が
予
測
で
き
な

い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ

れ
で
も
あ
る
程
度
の
予
想
を
し

て
準
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
行
政
も
大
き
な
災

害
が
起
き
る
と
法
律
で
な
る
べ

く
被
害
が
大
き
く
な
ら
な
い
様

に
対
策
を
立
て
て
い
ま
す
。

　
新
築
住
宅
は
、
建
築
確
認
と

完
了
検
査
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

ま
す
が
、
古
い
住
宅
は
検
査
が

あ
り
ま
せ
ん
。
行
政
は
耐
震
診

断
を
行
い
、
そ
の
補
強
方
法
を

示
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
よ
っ

て
は
診
断
や
工
事
に
補
助
金
を

出
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
悪
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自

分
の
家
は
自
分
の
も
の
、
だ
か

ら
自
分
で
直
す
の
が
基
本
で

す
。

　
建
て
替
え
な
く
て
も
現
行
の

基
準
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
一
度
に
全
て
を
や
ろ
う

と
思
う
と
大
変
な
金
額
が
掛
か

り
ま
す
。
信
頼
の
お
け
る
業
者

と
優
先
順
位
を
決
め
て
少
し
ず

つ
補
強
工
事
を
進
め
る
事
を
お

勧
め
し
ま
す
。
金
融
機
関
と
相

談
を
し
て
、
住
宅
ロ
ー
ン
を
組

む
事
も
で
き
ま
す
。
趣
の
あ
る

昔
な
が
ら
の
住
宅
を
末
永
く
使

っ
て
い
く
事
で
、
日
本
の
歴
史

や
文
化
を
後
世
に
引
き
継
い
で

い
く
事
が
で
き
ま
す
。

　
合
板
・
ベ
ニ
ヤ
・
ビ
ニ
ー
ル

ク
ロ
ス
・
樹
脂
で
固
め
た
家
で

は
な
く
、
日
本
古
来
の
伝
統
工

法
の
家
を
欧
米
並
み
に
１
０
０

年
…
２
０
０
年
と
使
っ
て
い
け

る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
貴
方

の
家
の
近
く
に
そ
ん
な
相
談
が

で
き
る
業
者
は
必
ず
い
ま
す
。

■
日
向
建
設
　
鎌
倉
市
大
船
１
―
15
―
３

☎
０
４
６
７･

47･

５
４
５
４
　http://www.hyuuga.co.jp
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車
検
時
期
に
な
り
、
車
検
を

通
す
か
迷
っ
て
い
る
、
ま
た
、

免
許
更
新
時
期
で
免
許
返
納

を
検
討
し
て
い
る
等
、
車
を

手
放
す
こ
と
を
検
討
さ
れ
て

い
る
人
は
、一
度
、ハ
ッ
ピ
ー

カ
ー
ズ
鎌
倉
店
に
相
談
し
て

み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　
同
店
の
坂
野
代
表
は
、「
無

料
で
査
定
に
伺
い
、
査
定
額

を
提
示
し
ま
す
。
も
し
査
定

額
に
ご
納
得
い
か
な
け
れ

ば
、
ご
遠
慮
な
く
お
断
り
く

だ
さ
い
」
と
話
す
。

に
し
ま
せ
ん
。
代
金
は
現
金

払
い
、
名
義
変
更
の
完
了
通

知
書
も
送
付
す
る
の
で
、
安

心
し
て
お
任
せ
く
だ
さ
い
」。

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉
店

☎
０
４
６
７
・
81
・
４
６
４
１

HP: hc-kamakura.jp

９
時
〜
20
時
・
定
休
日
な
し

そ
ろ
そ
ろ
車
の
売
却
を
お
考
え
の
方

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店
へ
ご
相
談
を

休日も休まず営業しています

　
同
店
は
、
大
き
な
店
舗
を

持
た
ず
、
出
張
型
の
買
取
に

特
化
す
る
こ
と
で
固
定
費

を
削
減
し
、
買
取
額
に
還

元
、
高
額
査
定
を
実
現
し
て

い
る
。
ま
た
、
他
社
で
年
式

が
古
い
、
走
行
距
離
が
多
い

等
の
理
由
で
、
査
定
額
が
０

円
や
、
処
分
料
が
掛
か
る
と

言
わ
れ
た
車
も
最
低
２
万
円

以
上
で
買
い
取
っ
て
く
れ
る

（
１
６
０
０
㏄
以
下
は
５
千

円
以
上
）。

　「
契
約
後
の
減
額
は
絶
対


